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【1月11日(土)在山梨4クラブ新年合同例会(山梨YMCAにて)】



● 世界との繋がりを実感した 世界との繋がりを実感した
　　　　　　新年合同　　　　　　新年合同例会 例会 ●

【アジア太平洋地域の会員数の推移】

【利根川アジア太平洋地域直前会長の講演】

【米山会長の挨拶】

       　　　　　  2023 年 2 月      　         2023 年 8 月
　　区　　　　 クラブ数　会員数　　クラブ数　会員数　　 増減

オーストラリア             8            120                     8                115                -5

東日本                          59           774                  56              726             -48

西日本                          76        1,316                 74  　     1,281             -35

フィリピン                 13            181                 14              197               16

南東アジア                 36            450                 35              444                -6

スリランカ                   9              70                    7                69               -1

台湾                              26            520                 26              540               20

合計                            227         3,431              220           3,372             -59



▼ 第 14 回第 14 回お正月を遊ぼうお正月を遊ぼう ▼

「チャーター会員で規約にはない半額会員であ
る。戦後既に渡航数回におよび、甲府の曽根に
非ずして、日本の、いや世界の曽根になりつつ

ある。アイデアマンで天野県政の雄大なるもの
は、すべて彼の頭から生まれ、特にアイオワの
豚は曽根にはじまり曽根に終るといった蔭の功
労者である。彼の風呂敷は広大で生地も悪くな
いが、結び目がゆるいきらいがある。人さし指
でカラーをいじくりネクタイに至って止む特技
がある。徹底した人生観の持主だが、つじつま
を合わせないのが玉にきずである。」



▼ これからの予定 これからの予定 ▼ 

2月  8日(土)    2月  8日(土)    
3月  5日(水)    3月  5日(水)    
3月8日・9日  3月8日・9日  
3月26日(水)  3月26日(水)  
4月19日(土)    4月19日(土)    

▼ 今月のことば今月のことば ▼

山梨 YMCAピンクシャツ・ウィーク山梨 YMCAピンクシャツ・ウィーク
　　　　2025 年 2月 25 日 ( 火 )～28 日 ( 金 )　　　　2025 年 2月 25 日 ( 火 )～28 日 ( 金 )
～たいせつな わたし　たいせつな あなた～　～たいせつな わたし　たいせつな あなた～　

YMCAピンクシャツパレード   2月26日(水)YMCAピンクシャツパレード   2月26日(水)
15:30～17:3015:30～17:30    甲府市役所～銀座通り～YMCA甲府市役所～銀座通り～YMCA

昨年のパレード



「時をかけたアイオワの豚」 

 

甲府やまなみクラブ・2025 年 2 月ブリテン「温故知新〜史料室の書棚から」の追補として 

  甲府やまなみワイズメンズクラブ 仙洞田安宏 

 

昭和 34 年(1959)、山梨県は 8 月の台風 7 号と、9 月の台風 15 号（伊勢湾台風）の二

つの台風に相次いでみまわれ、明治 40 年以来の多大な被害を受けました。 

 その当時、アイオワ州に住むリチャード・トーマス氏は第二次大戦後、GHQ 進駐軍の

軍曹として山梨県軍政部に駐留していたことがあり、県民の被災に心を痛め、種豚を

贈り、農業復興の支援を州内に呼びかけました。その背景には、戦後、山梨県の八ヶ

岳山麓の清里で、キープ協会を創立し、酪農、畜産による日本の農業改革に取り組ん

でいた米国人（GHQ 退役軍人）ポール・ラッシュ博士の影響があると思われます。その

当時、ラッシュ博士は米国からジャージー牛などの種牛、ランドレースなどの種豚など

を輸入し、清里で育成試験を行い、国内普及を図っていました。 

 この趣旨に賛同したトーマス氏は種豚を贈って、山梨の畜産振興を支援することを

州内の人々に呼びかけました。アイオワ豚は、昭和 35 年 1 月 20 日、米国空軍機の協

力で羽田空港に到着。横浜の検疫所で検査された後、貨物列車で 2 月 5 日、甲府駅

に到着。甲府の住吉種畜場（現在の県職員研修所）に納められました。 

 

以上はウェブサイトからの引用ですが、このことが契機となり、山梨県とアイオワ州は

姉妹都市の契約を結び、これが日米で締結された姉妹州県の第１号となりました。 

これらについては、ブリテンの「横顔」からも推測できますが、当時山梨県知事のブレ

ーンだった曽根康夫さんが陰で尽力したと思われます。 

 

話はここで終わらなくて、2017 年、JC(甲府青年会議所)のメンバーが、アイオワの豚

肉を使った「第 1 回山梨ベーコンフェスティバル」というイベントを開催しました。これに

は、JC の OB で、現在甲府やまなみクラブのメンバー数名が主催者として中心的な役

割を担いました。 

甲府ワイズの会員が種を蒔いた「アイオワの豚」が、57 年の時を経て、「ベーコンフェ

スティバル」という形で、やまなみワイズの会員が実を結んだ訳で、文字通りTV番組名

の通り「時をかける」物語です。 

なお、今年も 4 月 5 日・6日に「山梨ベーコンフェスティバル」が開催されます。 
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